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東豆

、み尋

(
圏
量
靖
同
商
持
抽
)

大
正
十
四
年
六
月
竣
行

言命

叢

第
二
十
容

第
六
競

論

叢

米
債
ミ
閲
稔
之
の
関
係
，
L
就
て

(
上
)

河

嗣

真E

回

序

言

穀
物
総
入
関
税
が
圏
内
市
場
に
於
け
る
穀
物
の
債
格
に
及
ぼ
す
影
響
に
就
い
て
は
、
な
は
曾
て
、
「
穀
償
構
成

上
ユ
於
ケ
戸
闘
税
ノ
作
用
」
ご
い
ふ
論
文
に
依
て
理
論
Z
賞
放
ご
を
明
か
に
し
て
詮
い
た
。
そ
し
て
我
国
の
米
両
慣

に
岨
到
す
る
米
穀
轍
入
関
税
の
影
響
に
就
い
て
も
、
色
々
の
方
面
か
ら
賓
放
を
叩
い
て
数
字
的
に
之
を
賞
詮
し
て
置

い
花
。
然
し
そ
れ
は
大
正
六
年
の
こ
ご
で
あ
っ
て
、
数
字
材
料
の
如
き
も
大
正
三
年
ま
で
し
か
用
ゐ
る
こ
正
が
出

来
な
か
っ
た
の
だ
か
ら
、
爾
来
約
十
年
を
経
過
し
た
る
今
日
ご
し
て
は
、
其
後
の
質
放
に
照
し

τ、
前
論
の
補
足

了市

来
慣
と
刷
荷
主
の
閥
係
に
就
て

1L 
P耳

章生

第
二
十
巻

(
第
六
務

) 

相著『段慣ノ明究』1) 



論

議

来
債
と
闘
枇
と
の
酬
係
に
就
て

第
二
十
巻

(
第
六
掠

九
四
四

や
訂
正
を
潟
す
必
要
も
戚
壱
ら
れ
る

L
、
兎
に
角
夏
に
研
究
を
要
す
る
も
の
が
あ
る
。
畑
山
て
弦
に
ま
た
新
た
な
る

資
料
に
擦
て
米
僚
に
劃
す
る
閥
税
の
作
用
を
討
究
し
て
み
る
こ
正
、
し
柁
。

然
る
仁
こ
の
研
究
を
試
む
る
に
就

ν
て
、
先
づ
注
意
す
べ
き
ニ
ピ
は
、
前
論
文
中
に
も
之
を
明
か
に
し
て
置
い

た
ゃ
う
仁
、
わ
が
園
の
常
食
料
た
る
米
穀
の
中
に
ト
仕
打
て
、
内
地
産
の
も
の
己
外
岡
よ
り
輪
入
さ
れ
た
る
も
の
ご

の
問
に
β
、
著
し
き
品
質
の
相
違
ゐ
h
、
欧
洲
諸
国
に
在
っ
て
困
産
の
小
変
Z
外
国
産
の
小
市
営
ご
品
質
の
相
違
す

る
以
上
に
そ
の
相
違
の
程
度
の
大
な
る
こ
ご
こ
れ
で
あ
る
。
之
が
潟
め
に
欧
洲
に
在
つ
て
は
園
産
の
婆
芭
輸
入
さ

れ
た
る
市
首
ご
は
、
互
に
よ
〈
代
替
す
る
を
得
る
に
反

L
て
、
我
闘
に
在
つ
て
は
、
総
入
米
は
内
閣
産
米
に
比
し
て

其
の
品
質
風
味
の
著

L
く
下
等
な
る
匁
め
に
、
到
底
よ
(
充
分
に
内
国
産
米
に
代
替
す
る
を
得
す
、
た
い
図
民
中

ω最
も
所
得
少
き
階
級
の
聞
に
於
て
消
費
せ
ら
る
、
に
過
ぎ
宇
、
然
か
も
多
〈
の
場
A
引
に
於
て
は
内
地
産
米
の
補

充

E
し

τ、
之
ご
混
合
さ
れ

τ用
ゐ
ら
る
、
に
池
ぎ
向
。
其
の
債
格
ド
就
U

て
見
る
も
、
内
地
米
仁
比
す
れ
ば
外

閥
米
は
お
か
に
下
位
に
在
る
。
却
も
市
場
に
在
っ

τは
、
雨
者
は
同
一
商
品
中
に
於
け
る
品
質
の
異
れ
る
も
の
だ

る
に
は
相
違
な
き
も
、
其
の
賞
献
に
は
何
芭
な
く
異
種
商
品
た
る
が
如
き
観
な
き
に
あ
ら
F
る
は
い
乙
で
あ
る
。
食

料

z
L
て
は
内
地
米
仁
劃
す
る
代
用
食
料
た
る
が
如
、
吉
嗣
酬
を
呈
し
て
居
る
。

内
地
産
米
に
劃
す
る
新
か
る
品
質
上
正
一
倶
格
上
正
の
懸
隔
は
、
従
前
は
朝
鮮
よ
り
の
移
入
米
仁
も
存
し

τ居
た

の
亡
が
、
近
時
朝
鮮
に
於
け
る
米
作
の
改
良
特
仁
優
良
稀
の
奨
州
側
、
調
製
方
法
の
改
善
が
有
数
に
行
は
れ
て
太
い



仁
成
綻
の
見
る
べ
き
も
の
あ
る
が
銭
め
に
、
朝
鮮
米
は
段
々
ご
内
地
米
に
接
近

L
て
雨
者
聞
の
品
質
及
債
格
上
の

相
違
は
、
外
岡
輸
入
米
に
於
け
る
さ
比
較
し
て
よ
ほ
V
」
少
き
に
五
っ
た
。
妄
湾
よ
り
の
移
入
米
も
多
少
づ
、
改
良

苫
れ
て
居
る
が
、
之
は
ま
だ
朝
鮮
米
ほ
H

と
に
は
な
ら
得
な
い
。
内
地
米
に
帆
到
し
て
は
恰
も
朝
鮮
米
正
外
周
米
ご
の

中
間
に
在
る
ト
句
様
で
あ
る
。

兎
に
角
米
穀
総
入
関
税
が
内
地
市
場
に
於
け
る
米
慣
に
及
ぽ
す
影
響
を
論
究
す
る
に
就
い
V

て
は
、
右
の
如
く
聡

入
苫
る
、
米
毅
が
内
地
産
米
に
濁

L
て
殆
ん
ど
商
品
ご
し
て
別
相

ω
も
の
さ
も
見
得
ら
れ
な
い
で
も
な
い
ほ
ど
に

品
質
の
劣
つ

τ居
る
吉
い
ふ
事
情
は
、
甚
ピ
重
要
な
意
義
を
有
せ

3
る
を
得
な
い
o

之
が
震
め
に
、
輸
入
関
税
の

影
響
は
之
を
輸
入
さ
れ
た
る
外
国
産
米
の
市
債
の
上
に
於

τ検
せ
な
げ
れ
ば
な
ら
ぬ

t
同
時
に
、

ま
た
之
を
内
地

産
米
市
債
の
上
仁
於

τも
見
定
め

Y
る
べ
か
ら
や
、
然
か
も
そ
の
影
響
は
両
者
に
劃
し
て
必
中

L
h
同
一
様
な
ら

十
、
寧
ろ
大
レ
に
相
違
す
る
を
見
る
こ
ご
の
強
め
想
像
せ
ら
る
べ
き
も
の
が
ゐ
る
。
少
く
己
も
猫
逝
な

E
に
於
け

る
穀
物
総
入
開
校
が
内
地
穀
債
の
上
に
及
ぼ
4
影
響
Z
は
、
頗
る
趣
の
臭
れ
る
も
の
あ
る
べ
き
を
思
は
し
む
る
に

足
る
も
の
が
ゐ
品
。

米
穀
の
供
給
賦
態

先
づ
内
地
而
場
に
於
け
る
米
穀

ω
供
給
妹
態
を
内
地
産
米
ご
外
倒
産
米
ご
の
比
較
に
就
い
て
窺
ふ
こ
吉
、
す

論

叢

米
債
と
闘
勧
と
の
嗣
係
に
就
て

第
二
十
巻

(
和
大
概

九
四
五



言市

第
一
一
十
番

(
第
宍
競

四
) 

議

最
慣
止
蹴
挽

k
D
閥
係
に
就
て

九
四
六

る
o
内
地
市
場
に
供
給
さ
る
、
内
地
米
は
勿
論
毛
の
関
内
生
産
量

ω全
部
で
は
な
〈
、

そ
の
一
部
分
は
直
接
に
生

産
者
た
る
農
民
の
自
家
消
費
に
充
て
ら
る
、
か
ら
、
市
場
に
供
給
ざ
し
て
表
は
る
、
所
の
も
の
は
、
此
の
部
分
を

引
去
っ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
泊
。
然
し
新
か
る
意
味
に
於
て
市
場
に
謝
す
る
内
地
産
米
の
供
給
量
を
知
る
こ

Z
は、

其
の
数
字
的
材
料
の
備
は
っ
て
居
ら
泊
た
め
正
被
じ
は
行
は
れ
難
け
れ
ば
、
枠
拡
に
は
内
地
生
産
量
ご
外
闘

よ
b
の
轍
入
量

Z
を
比
較
し
て
示
す
こ
吉
、
す
る
。
尤
も
農
民
ご
い
へ

r」
も
外
岡
米
を
消
費
す
る
者
も
か
な
り
多

い
の

rhrら
.
内
地
生
産
量
さ
外
関
よ
り
の
聡
入
量
ご
を
突
合
せ
て
比
較
し
た
か
ら
ご
て
、
之
を
庚
い
意
味
の
市

場
関
係
ご
し
て
見
れ
ば
、
供
給
上
の
比
較
正
し
て
甚

L
〈
不
倫
ご
な
る
わ
り
で
は
な
い
。

試
に
大
正
十
二
年
よ
力
遡
つ

τ阪
往
十
五
ヶ
年
間
の
比
較
を
示
せ
ば
充
表

ω辺
り
で
あ
る
。
(
車
位
一

ε

内

生

件
闘
よ
り
輸
入
品
品

産

量

同

鮮

よ

り

移

入

量

i由

明
治
四
十
二
年

五
ニ
.
四
三
七
、
穴
式

一、一一一二五
J

一凹

同

四
十
三
年

四
六
、
六
-
二
三
一
、
=
一
七
六

二
四
一
、
九
一
ニ
七

九
一
八
、
六
二
E

一
、
七
一
九
.
五
六
六

二
J
一
三
回
、
四
三
ヒ

=
一
.
六
三
七
、
二
六
九

同

四
十
四
年

五
一
、
七
一
二
、
四
三
三
一

五一
U
J
二
一
二
、
三
九
四

五
O
J
一
五
九
、
三
七
九

一
一
四
九
、
九
一
三
七

大

E 

:n; 

年

明一五丸、
O
五五

同

一
年

五
七
三
‘
.
九
0
0

一、
O
凹
O
、九一一一二

二、
C
一
二
一
、
六
四
四

同

年

五七、
0
0
七
、
五
一
一

五
五
、
九
二
四
、
C
七八

五
八
‘
.
四
五
-
一
、
四
三
五

一C
丸
、
一
五
八

、O
一一六、回大
E

四
五
七
、
大
O
大

同

生手

日H

一
、
一
六
八
、
五
七
O

同

五

今ミ
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プ〈

年

五
回
、
五
六
六
、
二
二
七

五
回
、
七
O
二、一

O
二

六
0
.
八
一
八
、
六
八
八

大一一‘ニ
O
λ
、
五
回
二

五五、一

λ
0
.
五
三
九

六
0
.
六
九
二
一
、
八
五
O

五
五
、
四
回
=
一
、
O
八
九

一
、
一
ニ
丸
、
五
二
λ

一
、
入
七
九
、

c
一一

二
.
七
五
七
、
ニ
C
七

五
六
四
、
コ
一
七
六

宍
四
七
、
一
六
八

大四一一
J

ニλ

四七一
.
0
λ

七

勾竺

、λ
丸
=
一
.
士
三
二

、ニ
O
六
、
五
八
四

一
、
五
九
五
J
-
7ピ
λ

八

年

二
、
九
六
O
、
七
三
ニ

三、
O
回
=
一
、
九
二
一

丸

年

ニ
‘
八
七
五
、

一
、
七
六
九
.
E
E
四

寸A

年

右
表
に
照
し
て
之
を
見
れ
ば
、
我
闘
に
在
つ
て
は
、
内
地
産
米
の
量
に
劃
し
て
外
国
よ
り
輸
入
古
る
、
米
穀

ω

寸ー

年

数
量
は
拘
に
僅
少
で
あ
る
。
其
の
最
も
多
(
聡
入

3
れ
た
る
年
に
在
つ
で
も
、
内
地
生
産
量
に
劃

L
て
僅
か
に
七

十

年

分
強
(
七
・
二
四
弱
)
に
過
ぎ
争
、
普
通
は
一
一
分
内
外
で
あ
り
、
最
も
少
吉
年
に
は
僅
々
五
犀
強

(
0・
五
三
d

と
で
あ

る
。
朝
鮮
よ
り
の
移
入
米
に
至
つ
て
は
常
に
大
抵
輸
入
外
国
米
に
比
し
倍
額
以
上
の
量
を
示
し
て
居
る
が
、

で
も
内
地
産
米
最
に
比
較
す
れ
ば
、

ぞ
れ

一
割
に
及
ぶ
こ
芯
は
な
〈
、
近
年
大
い
に
業
量
的
増
加
を
見
む
り
ご
雌
も
山
間

ほ
最
も
多
き
年
で
も
七
分
弱
に
し
か
嘗
っ
て
居
ら
ね
。
最
も
少
吉
年
に
は
五
鹿
強
に
し
か
及
ば
な
か
っ
た
o

以
て
如
何
に
我
固
に
在
つ
て
は
外
岡
よ

h
の
米
穀
輸
入
は
闘
内
生
産
が
供
給
量
£
し
て
不
足
す
る
場
合
に
於
け

る
補
充

Z
Lて
の
意
呼

rけ
L
か
有
せ
の
か
を
知
る
噂
』
ご
が
出
来
る
c

そ

Lτ
朝
鮮
よ
り
の
移
入
米
も
帰
来
は
い

議

米
慣
1
F
一
蹴
鞠
k
u
闘
僚
に
就
て

や
は
ち
補
充
た
る
ど
り
の
意
味
し
か
有
せ
ぬ
。
内
地
産
米
ご
共
通
に
自
由
に
資

五
) 

九
四
七

5
知
ら
宇
現
在
ま
で
の
所
で
は
、

諭

第
二
十
巷

(
停
式
競



満

出
ふ
慣
と
閥
横
と
の
瑚
俸
に
就
で

第

十
巻

九
四
八

，、
) 

(
第
六
現

業

買
せ
ら
れ
て
、
消
費
上
の
惑
捜
も
た
い
晴
好
に
従
っ
て
行
は
れ
る
扶
態
を
見
る
主
で
に
は
、
な
ほ
多
〈
の
年
月
を

要
す
る
で
あ
ら
う
o

然
る
に
向
ほ
孜
ふ
吋
き
こ
ご
は
、
外
聞
産
米
は
そ
の
品
質
の
著
L
〈
劣
れ
る
矯
め
に
、
内
地
産
米
に
劃
す
る
補

充
Z
し
て
需
要
3
る
、
に
し
て
も
、
共
の
需
要
は
主
主

L
て
所
得
少
き
階
級
の
間
よ
h
表
は
る
、
も
の
た
る
結

果
、
そ
の
聡
入
の
行
は
る
、
量
の
大
小
は
、
内
地
市
場
に
於
け
る
米
同
恨
の
高
低
芭
密
接
な
関
係
を
有
し

τ居
る
o

却
も
米
間
慣
高
き
時
期
に
賞
つ
て
は
、
北
(
の
職
入
量
多
〈
、
米
価
損
安
き
時
に
少
h
i
o

之
れ
言
ム
迄
も
な
〈
下
屠
階
級

の
人
々
が
、
米
国
幌
高
き
折
に
は
、
止
h
u
を
得
宇

L
て
不
味
を
忍
む
で
安
き
外
側
米
を
消
費
せ

F
る
を
得

F
る
必
要

に
迫
ら
る
、
一
か
、
米
同
国
安
吉
時
期
に
は
直
ち
に
是
の
消
費
を
捨

t
¥
美
味
な
る
内
地
米
の
消
費
に
移
る
所
か
な

hJ
著
大
な
る
が
柏
崎
め
た
る
に
外
な
ら
ぬ
っ

誌
に
左
に
米
債
ぜ
外
米
聡
入
量
=
の
比
較
を
表
に
し
て
示
し
て
み
や
う
。

明

泊

四

十

三

年

主主
米要
ゴ7市

ー控
卸均

宜“相内
凹場地

石

一‘=一ニ
E
.
二
四
三

タ十

来

愉

入

最

同

四
十
三
年

九
一
入
、
六
二
七

j， 

同

四
十
四
年

一
六
・
八
五

一
.. b
一九‘.五六六

大

正

元

'r三

二

0
・
三
七

二
、
二
三
四
、
四
三
じ

同書29耳及9頁~) 



問阿同同同同同同同同I司

年

二
・

O

一

一
五
・
回
大

一
一
一
.
六
一
一
一
七
二
一
六
九

二、

O
一
二
一
.
六
四
四

四
五
去
、
大

O
大

一一一

O
丸
、
一
宜

λ

五
六
回
J
ニ
b
大

四
、
六
四
七
.
一
六
入

回
、
六
回
一
一
‘
一
ニ
凡
二

四
七
一
、

O
八
三

一
、
王
九
五
J
ニ
七
八

=一、

O
凹
三
、
九
一
二

一
、
七
六
九
.
，
五
五
四

的
も
右
表
の
示
す
所
に
よ
れ
ば
、
明
治
問
十
二
年
三
其
翌
年
ご
は
米
僚
が
比
較
的
に
安
か
っ
た
も
の
だ
か
ら

年

四

年

一
二
・
四
七

(
四
十
一
年
は
拾
五
図
式
拾
八
銭
)
外
米
の
聡
入
量
も
少
〈
、
次
に
明
治
四
十
四
年
、
大
正
一
、

ヲ軍

年

プミ

二
年
古
米
債
の
裕

々
騰
貴
し
h
L
際
に
は
輸
入
量
は
大
い
に
増
加
し
、
生
(
後
大
正
三
、

年

一
九
・
一
-
一
五

" 
年

一-F、

JI. 

勾三

四
五
・
四
九

JL 

年

四
=
了
大
王

十

年

0
・コ一五

年

三
四
・
四
五

十

年

二
・
六
四

に
は
轍
入
量
も
従

t
着
減
し
、
次
で
七
、

回
、
五
、
六
年
Z
米
間
閣
の
著
し
〈
下
落
し
た
折

人
年
己
米
間
恨
の
奔
騰
を
見
た
時
期
に
賞
つ

τは
輸
入
量
は
頗
る
豆
傾
に

及
む
だ

o
t
(後
米
僚
の
下
落
Z
共
に
総
入
量
も
減
少
し
た
が
、
た
い
大
正
十
一
年
に
は
朝
鮮
よ

h
の
移
入
比
綾
的

少
な
か
っ
た
斜
め
に
、
外
米
の
輸
入
は
相
常
多
量
に
上
っ
た
や
う
な
有
様
で
あ
る
。
さ
も
か
く
之
に
依
て
明
か
な

論

諜

米
債
と
閥
棺
と
の
闘
係
に
就
て

第
二
十
巻

七
) 

九
四
九

(
第
六
時
制



前

叢

4
A

債
と
闘
祉
と
の
附
係

ι就
て

第
一
一
十
巻

(
第
六
焼

λ 
) 

九
五

O

る
如

f
、
内
地
市
場
の
米
間
恨
の
高
低
吉
聡
入
米
量
の
減
増
ご
は
、
町
般
の
形
に
従
ふ
が
如
〈
相
呼
隠
し
て
動
い
て
居

る
。
其
間
の
関
係
の
密
接
な
る
は
、
内
地
生
産
量
Z
総
入
量
ぜ
の
間
の
闘
係
の
比
で
は
な
い
o

生
産
量
ご
の
比
較

に
於
て
は
前
々
表
の
之
を
一
不
す
が
如
〈
、
内
地
の
生
産
量
は
少
き
に
輸
入
量
も
比
綾
的
少
量
だ
る
に
過
ぎ
ぎ
る
年

も
あ
れ
ば
、
(
例
へ
ば
明
治
四
十
三
年
の
如
き
、
大
F
一
周
年
、
六
年
及
十
年
の
如
き
)
内
地
生
産
量
豊
営
な
る
に
拘

ら
宇
多
量
の
輸
入
の
行
は
れ
わ
ん
る
年
も
あ
り
、
(
例
へ
ば
明
治
四
十
四
年
、
大
正
八
年
及
十
一
年
の
如
き
)
z
h
r
〈

雨
者
閑
の
閥
係
は
歩
調
が
揃
ひ
粂
ね
て
居
る
。

し
て
見
れ
ば
聡
入
米
量
の
多
き
ご
少
吉
正
は
内
地
の
作
柄
の
聾
凶
に
依
て
左
右
き
る
、
所
よ
市
り
も
、
内
地
米
価
慣

の
高
低
に
依
て
左
右
さ
る
、
所
の
方
が
張

h
y
t
い
ふ
こ
さ
が
質
設
古
る
、
わ
り
で
、
米
同
情
商
き
場
合
に
は
内
地
米

消
費
の
限
界
に
あ
る
所
謂
限
界
消
費
者
が
移
り
て
安
債
な
る
外
米
を
消
費
す
る
に
歪
h
、
米
園
間
安
当
d

場
合
に
は
外

米
消
費
者
ご
し
て
の
最
上
限
界
に
在
る
人
々
が
移
り
て
内
地
米
の
消
費
を
多
〈
す
る
に
至
る
ご
い
ふ
事
賞
は
、
否

定

L
雛
き
所
で
あ
る
o

き
れ
ば
我
国
に
於
り
る
外
米
は
や
、
代
用
的
な
食
料
ご
し
て
、
岡
民
主
食
料
ご
し
て
補
充

的
な
意
義
し
か
有
た
ぬ
古
論
断
し
て
不
可
な
し
ご
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
若
し
外
米
が
内
地
米
ご
自
由
に
代
替

L
得
る

も
の
で
、
雨
者
消
費
上
の
扇
別
は
た
い
趣
味
噌
好
に
依
っ
て
定
ま
る
に
過
ぎ

F
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
市
債
の

高
低
に
依
て
其
の
輸
入
量
の
斯
〈
も
碇
銭
に
影
響
せ
ら
る
、
.
」
ご
は
な
い
筈
で
あ
る
。

す
べ
て
此
等
の
鮪
に
就
い
て
は
、
な
が
前
の
論
文
に
於

τ取
扱
っ
た
数
字
材
料
も
よ
〈
之
を
立
聾
す
る
に
足
h



た
が
、
今
ま
た
新
た
な
る
資
料
に
照
し
見
る
も
、
論
擦
は
盆
々
確
質
に
せ
ら
る
、
の
み
で
・
・
を
も
之
を
動
か
す
に

足
る
も
の
が
な

ν。

内
外
国
産
米
債
比
較

次
に
内
地
米
ご
外
園
米
正
は
、
若
L
雨
者
聞
の
消
費
上
の
代
詩
が
自
由
に
行
は
れ
、
国
民
中

ωか
な
h
多
大
な

る
部
分
の
人
々
が
、
時
の
事
情
に
依
392

雨
岩
何
れ
に
で
も
消
費
を
替
へ
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
雨
者
同
慣
格
の

差
額
は
、
米
慎
一
般
に
高
き
折
に
は
比
統
的
少
く
な
h
、
米
慎
一
般
に
仮
き
折
に
は
比
駿
的
多
〈
な
る
ぺ
き
筈
で

ゐ
る
o

郎
も
前
論
文
中
に
も
之
を
論
示
し
た
や
う
に
、
米
田
岡
高
吉
際
に
は
、
人
々
は
高
債
な
る
内
地
米
を
消
費
L

得
な
い
u

で
外
国
米
に
移
h
之
を
消
費
す
る
こ
ご
、
な
る
結
果
正
し
て
、
内
地
米
に
劃
す
る
需
要
減
少
し
て
其
の
横

格
を
多
少
引
下
h
i
Q

働
を
品
川
す
ご
同
時
に
、
外
国
米
に
謝
す
る
需
要
増
加
し
て
其
の
煩
格
を
多
少
引
上
「
る
働
を

活
L
、
雨
相
場
の
聞
に
存
す
る
差
額
(
値
開
)
は
減
少
せ

L
め
ら
る
、
こ
ご
、
な
ら
、
さ
る
を
得
な
い
。
然
る
に
米
債

一
般
に
安
き
時
期
に
営
つ
て
は
、
外
園
米
を
消
費
す
る
者
の
中
の
少
か
ら

F
岳
部
分
の
人
々
が
移
っ
て
内
地
米
を

消
費
す
る
-
て
己
、
な
る
が
縛
め
に
、
外
国
米
の
需
要
は
減
じ
て
一
層
そ
の
債
格
を
引
下
「
る
こ
ど
、
な
り
、
内
地

米
の
需
要
は
増
加
し
て
其
の
市
債
を
引
上
「
る
働
が
多
少
そ
こ
に
表
は
れ
て
来

t
、
関
者
間
の
債
格
の
差
額
は
大

正
な
ら

F
る
を
得
な
い
か
ら
で
ゐ
る
。

諭

叢

米
債
・
と
闘
粧
と
り
闘
係
に
就
て

;Jt. 
五

プL
) 

第
二
十
巷

(
第
六
披

I穀倒ノ OF究』六五百j沈下4) 



論

叢

来
慣
止
閥
紐
・
と
白
閥
保
に
就
て

第
二
十
巻

(
第
六
斑

O 
) 

九
五

新
か
eq
比
債
の
愛
動
が
、
賞
際
土
に
於
て
果
し
て
原
則
通
り
に
、
内
地
米
吉
外
閤
米
Z
の
間
に
存
し
て
居
る

か
。
前
論
文
に
於
て
取
扱
っ
た
材
料
の
示
す
所
で
は
、
少
し
も
か
、
る
現
象
の
一
認
む
べ
き
な
ぐ
、
却
っ
て
反
艶

に
、
米
慎
一
般
に
高
き
際
に
於

τ内
外
米
価
恨
の
閲
は
大
で
ゐ

h
、
米
岡
田
安
き
時
期
に
蛍
っ
て
値
開
は
小
で
あ
っ

化
。
然
し
そ
れ
は
明
治
三
十
六
年
よ
h
大
正
一
二
年
に
至
る
聞
の
内
外
米
債
の
比
較
に
於
て
認
め
ら
る
、
所
で
ゐ
っ

た
が
、
主
(
の
以
後
の
相
場
仁
照
し
で
も
、
や
は
ち
同
様
の
拡
態
が
窺
は
れ
る
か
。
試
に
数
字
に
嘗
っ
て
み
や
う
。

先
づ
神
戸
市
場
に
於
け
る
内
地
白
米
相
場
さ
萌
貢
白
米
、
西
貢
白
米
、
遅
羅
白
米
、
東
京
白
米
相
場
Z
を
、
大

正
二
年
よ
b
十
二
年
に
至
る
十
一
年
間
に
捗
っ
て
比
駿
し
て
示
せ
ば
、
左
表
の
通
り
で
あ
る
。

大

iE 

内

地

白

米

(
中
米
)
相
場

間

三
五
・
九

O

(四

一等貫
主米
・門)内
荒川
ニ場米

三週

一等羅
七堆
・円)白
プマ枇l
O 場米

(東

一倖京
宣正 芳乏
.円'--'[:'.1 
五相
O 場米

喜E
六米ー一
・内)白

三相 -

O 場地

年

同

年

一
九
・
七

O

七

一
三
・
豆
七

一
三
・
=
一
五

一
五
・
四
五

同

一
六
・
凹

O

一
四
・
三
六

一一

7
0五

一
一
一
・
大
七

四

年

二
7
九
士

同

五

一
七
・
凹

O

一J47
五
七

一
三
・
λ
=
一

一
六
・

O
七

年

一
四
・
五

O

周

，、

年

-
七
・
入
入

=
コ
一
・
九
四

一
八
・
三
五

一
七
・
丸

O

ニ
0
・
二
八

同

ーヒ

二
一
・
入
入

年

三
七
・
九
四

二
ニ
・
四

O

三
六
・
四
五

-
-
一
了
四
五

二
二
・
の
八

同

J、

五
二
・

0
0

一
一
・
六
七

L

4

、L

P
'

・」
ι'
斗
ム

年

一
凹
・
七

同

下
'
R
 

一
五
・
六
六

五
三
・
六

O

一ヒ・九

四
三
・
五
九

九
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同

十

年

ヨ一八・三一

二
二
・
λ
七

O 

ニ
一
ニ
・
五
O

コ
0
・
五
三

同

十

一

年

十

二

年

四
四
・
九
四

-一・
λ
=
一

一
九
・
三
九

一
七
・
ニ
丸

一八・九
C

同

四

一八・九
E
J

ニ
0
・
大

C

右
表
に
照
し
て
之
を
見
れ
ば
、
内
地
産
米
の
相
場
の
騰
賞
し
た
年
に
は
外
国
産
米
の
相
場
も
夫
々
皆
騰
貴
し
て

居
る
o

固
よ
り
ぞ
の
騰
貴
の
程
度
は
、
産
地
の
異
る
に
依
て
多
少
。
っ
、
相
違
し
て
居
る
が
、
勝
賞
の
事
質
は
外
国

産
米
皆
一
様
に
表
は
れ
て
居
る
。
叉
内
図
米
債
の
下
落
L
た
年
に
は
外
闘
産
米
慣
も
脅
下
落
し
て
居
る
。
此

ω事

買
に
依
て
観
れ
ば
、
内
地
産
米
債
の
一
高
い
折
に
は
、
之
を
消
費
す
る
人
々
の
中
幾
子
炉
の
者
が
外
岡
米
の
消
設
に

移
る
結
果
そ
の
需
要
を
増
L
て
・
外
岡
米
の
相
場
を
も
腕
胴
長
せ
し
む
る
も
の
た
る
を
知
り
得
る
ご
同
時
に
、
内
閣

産
米
岡
恨
の
安
い
時
に
は
、
外
閥
米
の
消
費
が
幾
分
内
閥
米
に
移
る
結
果
外
国
米
に
謝
す
る
需
要
減
じ
そ
の
相
場
を

下
落
せ
し
む
る
を
如
る
こ
ご
が
出
来
る
。
従

τ内
地
米
ご
外
岡
産
米
ご
の
聞
に
は
、
多
少
消
控
移
轄

ω行
は
る
、

こ
古
は
、
否
定

L
難
い
所
で
あ
る
。

け
れ
ど
も
共
の
消
費
移
轄
の
行
は
る
、
程
度
の
あ
ま

b
強
大
な
ら
守
、
人
口
に
し
て
見
れ
ば
た
い
V

岡
民
中
の
下

暦
に
位
す
る
一
小
部
分
の
者
の
み
が
、

そ
の
消
費
移
鱒
を
潟
す
に
過
ぎ
十
、
そ
の
消
費
移
鱒
の
縛
め
に
外
岡
米
相

場
の
騰
貴
を
促
す
場
合
に
は
大
い
に
之
を
騰
貴
せ
し
め
て
、
内
地
米
相
場
に
綾
返
せ
し
め
、
又
反
割
に
外
関
米
相

場
の
下
落
を
促
す
際
に
は
大
い
に
下
落
せ
し
め
て
内
地
米
相
場
ご
の
隔
を
大
な
ら
し
む
る
に
足
る
ほ

E
に
分
量
の

第
二
十
巻

諭

議

来
慣
と
畑
剛
桔
と
白
閥
係
に
就
て

(
第
大
観

一) 

九
五
三



i市

議

米
伺
と
闘
柚
と
の
閥
係
に
就
て

第
二
十
巻

(
第
六
蹴

一) 

九
五
四

多
大
な
る
消
費
移
鴨

ω行
は
る
、
も
の
に
あ
ら
古
る
こ
正
も
、
右
表
に
依
て
窺
ひ
知
り
得
ら
る
、
。
卸
も
外
米
相

場
は
騰
貴
す
る
は
す
る
に
し
て
も
内
地
米
の
騰
貴
の
勢
に
及
ば
す
、
下
落
す
る
際
に
も
叉
内
地
米
相
場

ω下
落

ω

程
度
に
及
ば
な
い
。
到
底
よ
く
十
分
に
消
費
移
縛
の
縛
め
に
内
地
米
相
場
の
騰
貴
を
抑
へ
て
外
園
米
相
場
Z
の
間

隔
を
小
な
ら
し
む
る
仁
は
足
ら
?
、
又
よ
〈
十
分
に
内
地
米
相
場

ω下
落
を
支
へ
て
外
閥
米
相
場
ご
の
聞
を
大
な

ら
し
む
る
に
足
ら
な
い
。

つ
ま
り
そ
の
働
を
錦
す
に
足
る
ほ
ど
多
大
な
る
消
費
移
鞠
は
行
は
れ
な
い
こ
さ
が
、
窺

ひ
得
ら
る
、
。

斯
〈
て
郎
ち
外
岡
米
は
内
地
米
仁
謝
し
て
は
た
い
僅
か
じ
そ
の
補
充
的
消
費
刻
化
る
地
位
し
か
有
っ
て
居
な
〈

て
、
そ
の
消
費
の
増
す
も
械
争
る
も
、
内
地
米
相
場
に
謄
じ
て
比
較
的
少
量
た
る
に
過
ぎ

F
る
を
知
b
得
る
の
で

ゐ
る
。

そ
の
消
費
の
移
柿
押
す
る
品
川
量
は
、
之
を
内
地
震
米
の
消
費
額
に
比
綾
す
れ
ば
、

そ

ω僅
少
部
分
た
る
に
過

ぎ
中
、

到
底
よ
〈
内
地
米
相
場
を
調
節
す
る
に
足
る
ほ
ど
の
も
の
で
な
い
。

此
め
事
情
を
夏
に
明
確
に
す
る
縛
め
に
、
内
地
米
相
場
ご
之
に
封
す
る
各
産
地
外
国
米
の
相
場

ω差
額
(
他
開
)

〆
』
を
、
右
表
よ
り
作
製

L
て
示
す
こ
ご
に
す
る
o

大

正

年

<p内

三米地
宮町 ) 

五円相自

O 場米

尋蘭
等貢

九日米
・同三日

A一拍
ハ出

O 開来

一四

三重貢
王阿'i向

A 13米

三三越

竿羅
J、え之

LRF 
O 間最

三東

ー等 京
O 来
・円)白
四伍。自由来

問

年

一
九
・
七

O

一-
一

式
・
三
五

F 
E 

λ
・
四
三



同同同同同同同同同

四

年

一
六
・
四
。

一
七
・
四

O

二
一
一
一
・
九
四

二
一
七
・
九
四

五
二
・

0
0

E
=
7
ムハ

O

J、四
回
・
九
凹

四

コ
了
四
三

一一・九
O

五
・
車
九

一
五
・
四
九

一九・一二一一

一
五
・
四
四

= -ー
=
一
・
八
ニ

=
了
七
三

三
・
五
七

ハ・

O
凹

一
五
・
五
四

一
五
・
五
五

-
E
・
六
九

一λ
・O
九

ニ
七
・
λ
=
一

ニ
ニ
・
二
六

-一・

O
四

. 
、司、''」''

一
車
・
八
六

-
ー

一0
・c
一

一
回
・
λ
一

一六・

C
問

一0
・六

四
・
=
一
孟

一一
7
八一一

ハ・

O
式

一六・

O
大

一
六
・
二
九

一
七
・
九
同

一
七
・
六
λ

印
も
右
表
の
示
す
所
で
は
、
大
正
二
年
の
や
う
な
比
較
的
米
債

ω空
向
か
っ
た
年
に
は
内
地
米
相
場
に
劃
す
る
外

五

-'f-

園
米
相
場
の
閲
は
却
つ

τ大
で
ゐ

h
、
大
正
三
、
閥
、
五
年
ご
比
校
的
米
債
の
安
か
っ
た
時
に
は
儲
聞
は
小
ご
な

ノ、

年

h
、
大
正
六
、
七
、
入
、
九
年
ご
米
同
恨
の
暴
騰
し
た
年
に
は
値
閉
は
頗
る
大
で
ゐ
っ
た
o

た
uγ

大
正
十
、
十
一
、

t 

-""p. 

十
二
年
に
在
つ
て
は
、
米
間
関
り
や
、
下
落
せ
る
に
拘
ら
守
、
値
聞
は
減
少
せ
な
い
で
却
っ
て
大
ご
な
ち
た
る
を
見

た
ば
か
り
で
ゐ
る
。

F、
生干

惟
ふ
に
大
正
二
年
以
来
大
正
九
年
に
至
る
ま
で
、
値
閲

ω
関
係
げ
か
、
先
に
示
し
た
原
則
通
り
に
な
ら
な
い
で
、

九

年

却
っ
て
其
の
民
帆
到
の
賊
況
を
墨
し
て
居
る
の
は
、
正
に
外
岡
米
が
内
地
米
に
劃
す
る
代
用
食
料
=
L
て
た
い
Y

憎
か

十

3手

に
補
充
的
な
関
係
し
か
有
ち
符
F
る
事
買
を
立
読
す
る
も
の
で
な
〈
で
は
な
ら
ぬ

P

雨
者
聞
に
自
由
な
る
消
費
上

?前

年年

叢

来
倒
ム
」
捌
粧
と
の
闘
係
に
就
て

第
二
十
巻

(
第
六
掠

コ
) 

九
五
五



詰命

議

米
債
と
闘
粧
と
山
凶
係
に
就
て

第
二
十
巻

(
第
六
競

山
) 

九
五
六

の
代
替
作
用
の
働
く
も
り
で
な
い
。
然
る
に
大
正
十
年
よ
b
十
二
年
に
至
る
一
ニ
ヶ
年
間
に
於
て
内
地
米
衡
や
、
下

北
指
せ
る
に
拘
ら
争
、
夏
に
外
園
水
相
場
も
大
い
じ
下
落
し

τ
、
雨
者
間
の
問
者
大
な
も
し
め
北
の
は
、
大
正
七
、

入
、
九
年
ご
め
ま
h
甚
し
く
内
地
米
債
の
騰
貴
し
た
る
に
鑑
み
、
時
情
を
緩
和
す
る
矯
め
に
盛
に
外
岡
米
の
総
入

が
行
は
れ
、

そ
の
供
給
量
を
頗
る
多
量
な
ら
し
め
た
る
に
困
る
も
の
で
な
〈
て
は
な
ら
凶
。
ぞ
れ

μ
前
に
第
一
表

に
示
し
た
外
岡
米
総
入
同
一
一
旦
の
比
年
比
較
に
つ
い
V

て
見

τも
明
か
な
る
所
で
め
る
。
却
も
大
正
十
、
十
一
、
十
二
年

に
在
つ
て
は
、
外
闘
米
に
濁
す
る
需
要
の
減
少
い
依
て
共
の
相
場
を
安
か
ら
し
酌
た
ば
か
h
J
で
な
〈
、
主
(
の
供
給

の
や
、
過
剰
な
る
は
い
と
増
加
さ
れ
た
る
斜
め
仁
、
相
場
を
し
て
愈
々
低
安
な
ら
し
め
た
次
第
で
ゐ
る
。
相
場
下
落

の
三
原
因
中
前
者
よ
り
も
後
者
の
方
が
一
厨
有
力
に
っ
た
の
で
め
る
。
従
て
此
の
三
年
間
に
於
げ
る
値
開
の
大
な

る
は
、
急
に
外
国
米
が
内
地
米
に
劃
す
る
代
替
性
合
増
し
た
が
潟
め
で
も
な
け
れ
ば
、
又
此
の
値
闘
の
大
古
い
ふ

事
費
ゐ
る
に
依
て
、
外
岡
米
の
内
地
米
に
謝
す
る
代
替
性
の
十
分
な
る
を
立
設
す
る
に
足
る
わ
げ
で
も
な
い
。

要
す
る
に
上
に
一
不
寸
色
々
の
論
議
か
ら
之
を
見
て
、
内
地
産
米
ご
外
国
よ
り
の
総
入
米
さ
は
、
支
の
品
質
、
償

格
、
消
費
分
量
等
の
著
し
〈
相
還
す
る
も
の
で
あ
り
、
商
品
ご

L
て
は
和
々
別
稲
の
商
品
允
る
貨
般
を
有
し
、
特

に
国
明
格
竣
勤
の
航
況
に
於
て
同
一
周
商
品
ご
し
て
の
完
全
な
る
代
替
牲
を
立
讃

L
難
い
も
の
で
あ
る
が
故
に
、
払
榔

入
関
税
が
米
間
慣
に
岨
到
し
て
及
ぼ
す
影
響
を
致
究
す
る
に
就
」
て
は
、
内
困
米
Z
外
岡
米
子
ぜ
別
身
に
取
扱
ひ
、
そ

の
各
々
に
劃
す
る
影
響
の
有
無
程
度
等
を
見
究
む
る
必
要
が
あ
る
c

欧
洲
の
図
々
に
於
け
る
が
如
〈
、
内
外
産
穀



物
を
同
一
概
商
品
さ

L
て
其
の
一
様
な
る
槙
格
に
勤
す
る
関
税
の
働
を
一
線
に
探
究
す
る
を
得
難
き
も
の
ご
せ
な

り
れ
ば
な
ら
ぬ
o

拘
同
ほ
参
考
の
匁
め
朝
鮮
及
ぴ
立
室
崎
よ
h
移
入
さ
る
、
米
穀
ご
内
地
産
米
子
炉
』
比
較
し
て
見
る
に
、
朝
鮮
米
的
如

き
は
品
副
に
も
之
を
一
言

L
た
や
う
に
、

逗
時
大

ν
に
其
の
改
良
の
行
は
れ
だ
る
結
果
、
品
質
は
よ
ほ
い
と
内
地
米
に

逗
ょ
っ

τ来
た
。
従
t
雨
者
聞
に
於
け
る
消
費
上
の
代
替
的
移
怖
は
外
岡
米
に
比
す
れ
は
迄
か
に
自
由
に
行
は
れ

得
る
も
の
ご
な
っ
た
。
然
し
そ
れ
で
も
我
が
消
費
者
一
般

ω問
に
は
、
昔
時
朝
鮮
米
mw
品
質
の
著

L
〈
劣
っ
て
居

た
時
分
の
考
が
、
依
然
ご
し
て
困
符
的
に
残
っ
て
居
て
、
今
で
も
朝
鮮
米
は
外
岡
米
阿
倍
慨
に
劣
等
な
も
の
£
考

へ
、
劣
等
米
の
別
名
を
朝
鮮
米
ピ
縛
す
る
ほ
H

と
で
あ
る
。

け
れ
ど
も
賞
際
近
年
に
至
つ
て
は
朝
鮮
米
は
品
質
よ
ほ
ど
好
良
の
も
の
芭
な
っ
て
来
た
か
ら
、
米
穀
商
人
の
悶

で
は
、
朝
鮮
米
中
の
上
等
な
る
も
の
は
、
之
を
朝
鮮
米
ご
し
て
貢
る
よ
り
も
、
通
常
に
内
地
産
の
米
の
中
に
混
合

し
て
販
貢
す
る
を
以
て
多
数
の
例
Z
す
る
に
至
っ
た
o
斯
〈
て
今
や
上
等
な
る
朝
鮮
米
は
内
地
米
に
岨
到
し

τは
や

、
同
一
商
品
た
る
性
質
を
有
す
る
に
至
'
り
、
主
(
の
債
格
の
開
き
も
外
聞
米
の
値
開
に
比
す
れ
ば
遥
か
に
小
な
る
も

の
ご
な
つ
セ
。
併
し
一
般
的
に
之
を
い
へ
ば
、
現
在
に
於

τも
ま
だ
朝
鮮
米
は
内
地
米
の
補
充
た
る
地
位
を
脱
し

待
な
い
で
、
内
地
米
吉
外
国
米
ご
の
中
間
に
居
h
、
そ
の
債
格
も
亦
中
位
に
在
る
o
特
に
朝
鮮
米
中
の
中
以
下
の

前

議

4
4

倶
と
凶
聞
枕
と
白
闘
係
に
就
て

第
二
斗
巻

(
第
六
時
田

E 
) 

九
五
七



7需

叢

米
筒
井
』
閥
続
と
の
闘
係
に
就
て

第
二
十
巻

(
第
六
腕

プ〈
) 

九
五
八

品
質
の
も
の
に
至
つ
て
は
、
そ
の
内
地
米
に
劃
す
る
関
係
は
、
外
関
米
t
除
。
著
し
き
相
違
は
な
い
。
郎
も
内
地

米
ピ
同
一
商
品
化
る
を
得
な
い
で
、
そ
の
代
用
品
た
る
性
資
を
蹴
L
得
な
い
で
居
る
。

試
に
大
阪
市
場
に
於
け
毛
内
地
玄
米
(
競
沖
中
米
)
ご
朝
鮮
玄
米
(
釜
山
三
等
米
)
ご
の
卸
貰
債
格
の
比
較
を
示

L

て
み
る
。

明

泊

三

十

七

年

間

三

十

八

年

同

三

十

九

年

間

間

十

年

同

四

十

一

年

同

四

十

二

年

同

四

十

三

年

周

四

十

四

年

大

正

元

年

同

二

年

同

三

年

同

四

年

間

五

年

司

〈

F

E

J

F

2
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O
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ニ
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同同同

十十十九八

年年年年年

一
一
了
λ
四

五
・
-
凡

四
・
一
二
四

四
・
九
五

一
一
了
五
五

四
穴
・
二
三

四
宜
・
七

O

コ
一
一
・
一
一
一

三
六
・
五
九

三
一
一
・
九
一

回
二
・
コ
一
八

四

0
・E
二

二
六
・
λ
七

=
一
一
二
八
四

二
九
・
=
一
六

同同
右
表
を
見
れ
ば
、
前
に
内
地
米
相
場
己
外
岡
米
相
場
E
の
比
較
を
示
し
た
表
ぜ
殆
ん
H

と
其
趣
の
異
る
所
が
な

よ

h
九
年
)

レ
。
郎
も
内
地
米
債
の
一
一
両
レ
年
(
明
治
三
十
九
年
よ
り
四
十
一
年
、
明
治
四
十
同
年
よ
り
大
正
二
年
、
大
正
六
年

三
年
、
大
正
三

に
は
朝
鮮
米
も
高
〈
、
内
地
米
相
場
の
安
い
年
(
明
治
三
ト
七
、
人
年
、
四
十
二
、

年
よ
り
五
年
、
十
年
よ
り
十
二
年
)
に
は
朝
鮮
米
相
場
も
低
い
o

そ

L
て
雨
者
の
他
聞
に
於
て
も
、
相
場
の
高
い

時
期
に
値
閲
大
で
、
相
場
の
低
い
時
期
に
佑
開
小
で
あ
る
o

向
叉
大
正
十
年
よ
り
十
二
年
に
至
る
時
期
に
在
っ
て

は
、
内
地
米
償
は
や
、
下
落
せ
し
に
拘
ら
や
、
備
開
の
か
な
り
大
だ
っ
た
こ
芭
も
外
闘
米
の
場
合
仁
於
け
る
百
似

て
居
る
。
た
uv
併
し
乍
ら
、
朝
鮮
米
仁
在
つ

τは
外
岡
米
に
於
り
る
ご
異
り
、
大
正
七
、
八
年
に
於
て
内
地
米
に

封
す
る
続
開
比
較
的
小
村
い
っ
た
こ
芭
を
注
意
せ
な
げ
れ
ば
な
ら
ぬ
。
特
に
大
正
七
年
に
在
つ
て
は
.
朝
鮮
米
相
場

ば
、
大
正
七
、

の
方
が
却
っ
て
内
地
米
相
場
よ
り
も
式
国
伶
り
高
か
っ
た
の
で
あ
る
o

之
は
如
何
な
る
理
由
に
よ
る
か
ぜ
い

人
年
の
米
債
暴
騰
の
時
期
に
は
内
地
米
よ
り
朝
鮮
米
に
謝
す
る
消
費
の
移
樽
が
か
な
み
リ
多
量
に
行 J¥ 

は
れ
た
る
こ
ご
が
、
毛
の
理
由
を
矯
す
も
の
ご
見
る
外
は
な
い
。
特
に
大
正
七
年
米
騒
動

ω演
守
ら
れ
な
る
際
に

論

章生

来
倒
k
闘
積
と
の
開
帳
に
就
て

一
七
)

九
宜
九

第
三
十
巻

(
館
六
腕



論

叢

4
A
債
と
閲
殺
と
の
閥
僚
に
就
て

第
二
十
巻

九
六

O

(
第
六
腕

J、

は
、
無
闘
に
朝
鮮
米
の
買
付
行
は
れ
、
其
の
移
入
巨
額
に
上
ぽ
り
(
第
一
表
会
照
)
、
然
か
も
そ
の
債
格
は
随
分
高

く
、
内
地
米
相
場
以
上
じ
出
る
ご
い
i

ふ
異
常
な
景
況
を
呈
し
た
。
然

L
斯
か
る
異
放
の
墨
せ
ら
る
、
を
得
た
る

は
、
金
〈
近
年
朝
鮮
米
の
品
質
改
良
が
行
は
れ
、
内
地
米
ご
の
聞
に
消
農
移
轄
の
自
由
に
行
は
れ
得
る
素
地
の
蓮

k

リ
出
き
れ
た
る
仁
依
る
も
の
ぜ
ぜ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

然
し
斯
く
朝
鮮
米
が
内
地
米
に
劃
し
て
品
質
に
於
て
接
近

L
.
同
個
格
に
於

τも
動
も
す
れ
ば
塾
を
摩
せ
ん
ご
す

る
に
至
り
た
る
は
、

た
い
此
の
近
年
の
こ
ご
た
る
に
過
ぎ
な
い
で
、
以
前
は
大
関
外
岡
米
よ
b
少
L
良
い
位
の
も

の
わ
れ
る
に
過
ぎ
す
、
外
闘
米
扱
さ
れ
た
る
潟
め
に
、

そ
の
内
地
米
に
劃
す
る
相
場
比
較
の
妖
況
も
、
右
表
に
之
を

一
不
す
所
の
如
〈
な
る
外
は
な
か
っ
花
。

次
に
憂
鴻
米
だ
が
、
之
は
其
の
品
位
や
債
務
の
上
か
ら
γ

へ
ば
、
殆
ん
ど
多
〈
外
国
米
吉
選
ぶ
所
な
〈
、
同
じ

〈
移
入
米
な
が
ら
今
や
朝
鮮
米
に
は
及
び
得
な
い
や
う
に
な
っ

τ来
た
。
誌
に
東
京
市
場
に
於
け
る
玄
米
卸
貢
債

格
に
つ
い
I

工
内
地
米
三
量
鶴
米
(
蓋
中
米
)
ご
の
比
較
を
示
し
て
み
や
う
。
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卸
ち
五
宮
崎
米
も
亦
内
地
米
債

ω
高
貴
な
る
時
期
仁
は
相
場
騰
貴
し
.
内
地
米
の
安
き
折
に
は
相
場
低
〈
、
相
件

っ
て
騰
落
し
て
居
る
有
様
は
、

外
閥
米
に
於
け
る
ご
異
る
所
が
な
い
。
ぞ
し
て
叉
相
場
高
き
時
期
に
は
内
地
米
に

謝
す
る
値
聞
大
で
あ
っ
て
、
相
場
依
き
時
期
に
は
借
関
小
で
ゐ
る
o
然
し
之
を
外
国
米
に
於
け
る
場
合
E
比
較
す
れ

ば
、
相
場
の
安
い
場
合
(
大
正
三
年
よ
b
五
年
)
仁
於
り
る
儲
開
は
、
外
国
米
の
方
が
概
L
て
小
さ
く
て
、
克
萱
海
米

の
方
が
蹴

L
て
大
な
る
に
反
し

τ、
相
場

ω高
い
時
期
に
在
つ
て
は
(
大
正
六
年
よ
ー
り
九
年
)
外
岡
米
の
値
閲
の
方

が
概
し
て
大
で
墓
糧
米
の
依
閲
の
方
が
概
し
て
小
さ
か
っ
た
o

此
の
現
象
は
先
-L
示
し
た
る
原
則
に
照
し
て
致
ふ

れ
ば
、
相
場
の
高
い
場
令
に
内
地
米
の
消
費
が
多
少
減
じ
て
他
の
安
債
米
の
消
費
に
移
り
行
く
際
に
、
克
宮
崎
米
に
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米
債
と
閥
穂
、
と
の
閥
係
に
就
て

移
る
方
が
移
ち
易
〈
、
従
て
実
的
需
要
ヤ
増
し
て
、
議
出
問
米

ω
相
場
佐
幾
分
か
外
閥
米
よ
り
も
よ
り
多
〈
騰
貴
せ

論
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(
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六
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二".-，、

し
め
る
こ
言
、
、
相
場
の
安

ν
時
期
に
は
消
費
が
内
地
米
山
一
消
費

ω方
に
移
り
蹄
っ
て
古
ゆ
る
こ
ご
〉
ぜ
示
す
に
足

る
も
の
芭
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ね
の
そ
し

τ此
の
現
象
の
表
は
れ
て
居
る
所
か
ら
見
る
も
、
外
国
米
仁
比
す
れ
ば
憂

協
同
米
の
方
が
内
地
米
に
劃
す
る
補
充
的
代
用
食
料
Z
し
て
は
、

ゃ
、
自
由
に
消
費
移
斡
の
行
は
る
、
意
味
に
於
て

優
れ
た
る
地
位
に
在
る
も
の
ご
見
る
外
は
な
い
。
尤
も
数
字
に
表
は
れ
た
所
は
比
挟
の
年
数
が
短
い
か
ら
十
分
確

賞
に
は
言
い
難
い
が
、

そ
れ
で
も
大
正
七
.
八
、
九
年
の
米
債
暴
騰
期
に
於
け
る
内
地
米
相
場
に
謝
す
る
値
閲
に

つ
い
て
見
れ
ば
、
蓋
潟
米
の
値
開
は
外
閥
米

r比
L
温
か
に
少
な
か
っ

k
。
此
事
は
官
時
朝
鮮
米
の
値
開
の
特
に

小
さ
か
っ
た
こ
と
、
併
せ
見
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
朝
鮮
米
、
基
山
間
米
及
び
外
閥
米

ω内
地
米
に
封
す
る
代
替
作
用

の
大
小
強
弱
は
大
儲
之
に
依
っ
て
鋭
ム
ニ
ご
が
出
来
る
o

然
し
乍
ら
移
入
は
聡
入
よ
り
も
陣
硬
少
く
自
由
に
行
は

れ
易
主
事
情
あ
る
こ
さ
が
、
此

ω関
係
に
就
て
も
多
少
の
意
味
を
有
L
、
債
権
の
上
に
も
多
少
の
影
響

'r
及
ぼ
す

べ
き
は
注
意
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
所
で
あ
ら
う
。
わ
ル
ャ
之
を
数
字
上
に
指
示
す
る
は
困
難
な
事
業
で
ゐ
品
。

寸
ぺ
て
斯
〈
の
如
〈
色
々
の
方
面
か
ら
之
を
叩
い
て
見
る
こ
ご
に
依
て
、
内
地
米
=
外
閥
米
ご
の
商
品
ご

I
て

の
地
位
、
そ

ω相
互
関
係
等
を
窺
ひ
知
る
を
得
た
か
ら
、

以
下
内
地
米
Z
外
国
米
吉
台
別
々
に
見
て
、

そ
の
各
々

の
贋
格
に
劃
す
る
関
税
の
影
響
を
探
究
し

τ見
た
い
Z
思
ふ
も
(
以
下
衣
雪


